
 

 

 

三島市長定例記者会見資料 

平成３０年１０月 

月間行事予定 
 

 

 
年々規模が拡大！秋最大の子ども向けイベント 

ハロウィン・パレード in みしま 2018 

 

 

 

日時 平成３０年９月２８日（金） 

午前１０時３０分～ 

場所 三島市役所 本館２階 応接室 



 
記者会見資料 三島市 

せせらぎと緑と元気あふれる協働のまち・三島 ～環境と食を大切に～ 

「三島駅南口東街区再開発事業」市民説明会（２０１８年秋）  
～都市計画決定に向けて～ 

 

三島駅南口に交流と賑わいの拠点を整備していくため、三島駅南口東街区市街地再開発準備組合と三島市は、

アスマチ三島プロジェクト共同企業体（事業協力者）と、事業協力に関する協定を締結しました。 

今後、事業協力者からの提案をもとに施設計画等を検討するにあたり、市民の皆様からご意見を伺うための市

民説明会を開催します。 
 

 

 

１ 開催日程 
 

回 日にち 時間 会場 定員 

第１回  １０月 ５日（金） 午後７時～午後８時４５分
三島市民文化会館 

大ホール 
１，２００名

第２回  １０月１２日（金） 午後７時～午後８時３０分 
錦田公民館 

講堂 
７０名

第３回  １０月１７日（水） 午後７時～午後８時３０分 
中郷文化プラザ 

多目的ホール 
１１０名

第４回  １０月２３日（火） 午後７時～午後８時３０分 
北上文化プラザ 

多目的ホール 
１００名

 ※第１回～４回の内容は同じです。 

 

２ 内容（予定） 

 （１）三島駅前再開発の必要性について 

 （２）三島駅南口東街区における開発コンセプトについて 

 （３）アスマチ三島プロジェクト共同企業体の提案について 

 （４）質疑応答 

 

３ 申込方法 

参加ご希望の方は、「氏名・住所・連絡先・参加を希望する回」を、  

電話・ＦＡＸ・メール等により、三島駅周辺整備推進課までお申込み  

ください。第１回はグループによる申込も可能です。 

 ※申込先着順ですが、希望者多数のときは、より多くの方にご参 

加いただくため、会場の都合により、初回参加の方、地域住民 

の方を優先する場合があります。 

ここがポイント！ 

● 市民文化会館をはじめ、錦田・中郷・北上の公民館において説明会を開催します。 

● 事業の位置付けや事業協力者の提案内容などを説明しつつ、市民の皆様からのご意見を伺います。 

三島市計画まちづくり部三島駅周辺整備推進課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：新保 
TEL. 055-983-2633 FAX. 055-973-7241  
e-mail：ekishuuhen @city.mishima.shizuoka.jp

8/19市民説明会の様子 
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せせらぎと緑と元気あふれる協働のまち・三島 ～環境と食を大切に～ 

中部地域１４都市の首長が集結！ 

第６回中部歴史まちづくりサミット in 三島 
～ 歴史まちづくりを熱く語る ～ 

 

中部地域の歴史的風致維持向上計画（通称：歴史まちづくり計画）認定都市の１４人の首長が一堂に会する、

「第６回中部歴史まちづくりサミットin三島」を国土交通省中部地方整備局との共催で開催します。 

今回のサミットでは、これまでの歴史まちづくりの取組を振り返るとともに、課題を踏まえた今後の取組につ

いて意見交換等を行い、認定都市間のネットワークの強化を図ります。 

なお、今回の歴史まちづくりサミットから新たに掛川市と伊豆の国市が参加します。 

 

１ 開催概要 

日  時    １０月１６日（火）午後１時～５時２０分 

場  所    三嶋大社社務所１階大広間 

定  員    ２００人（事前申し込み優先、先着順） 

申込期限    １０月９日(火)までに 

申込方法    以下の項目を記入の上、ＦＡＸ又はメールにて 

都市計画課へ申し込みください。 

         記入項目 ①氏名 ②住所（市町村名のみ） 

              ③所属区分(個人・会社・団体・行政関係・その他) 

              ④連絡先（電話番号 携帯可） 

ＦＡＸ  055-973-7241 

メール  toshikei@city.mishima.shizuoka.jp 

※当日の受付も可能です。 

２ 主な内容 

(1)基調講演  「三島市歴史的風致維持向上計画への期待」 

      講師 静岡文化芸術大学名誉教授 川口 宗敏 氏 

(2)１４都市の首長によるパネルディスカッション・共同宣言 

「～歴史まちづくり法施行１０年を迎え～ これまで・これからの取組」 

(3)記念イベント（農兵節など）  

 

３ これまでの開催状況 

第１回 岐阜県高山市 / 第２回 三重県亀山市 / 第３回 愛知県犬山市 

第４回 岐阜県恵那市 / 第５回 三重県明和町 

 

ここがポイント！ 

● 県内初開催！ 

● 歴史まちづくりに積極的に取り組む１４都市の首長が一堂に会する。 

● 歴史まちづくり法施行１０周年を踏まえたテーマでパネルディスカッションを行う。 

● 歴史を身近に感じさせる三嶋大社の社務所でサミットを開催。 

▲会場の三嶋大社

三島市計画まちづくり部都市計画課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：山添豊 
TEL. 055-983-2631 FAX. 055-973-7241  
e-mail：toshikei@city.mishima.shizuoka.jp 

▲前回の中部歴史まちづくり

サミットの様子 



■申し込み先 
 三島市 計画まちづくり部 都市計画課  
 e-mail：toshikei@city.mishima.shizuoka.jp   
 FAX：055-973-7241 

■申し込み期限   平成30年10月9日（火） 

※お申し込みの際にいただいた個人情報は、当シンポジウムの申込みの 
 ためだけに使用し、その他の目的に使用することはありません。 

■会場までのアクセス  右図をご覧ください 

 

■三島市歴史まちづくり協議会会長・静岡文化芸術大学名誉教授 川口 宗敏 氏による基調講演 
 

■歴史まちづくりに取り組む 14都市の首長 による意見交換 
 (高山市・亀山市・犬山市・恵那市・美濃市・明和町・岐阜市・郡上市・名古屋市・伊賀市・岡崎市・三島市・掛川市・伊豆の国市) 
 

会場：三嶋大社 社務所 大広間 
静岡県三島市大宮町２－１−５ TEL055-975-0172 参加希望の方は、必要事項を記入の上、 

e-mail又はFAXでお申し込みください。 
■必要事項 
 ①氏名    ②住所（市町村名のみ） 
 ③所属区分（個人・会社・団体・行政関係・その他） 
 ④連絡先（電話番号 携帯可）  

 
 

中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト 

 
 

･JR東海道新幹線、東海道線「三島駅」から徒歩約15分 
･伊豆箱根鉄道「三島田町駅」から徒歩約7分 
 

※お席には限りがございます 

三島駅 

三
嶋
大
社 



プログラム 

■お問い合わせ 
 ○国土交通省 中部地方整備局 建政部 計画管理課  ○三島市 計画まちづくり部 都市計画課  
   TEL:052-953-8571  FAX:052-953-8605      TEL:055-983-2631 FAX:055-973-7241  
         Ｅ-mail：cbr-keikakukanri@mlit.go.jp        Ｅ-mail：toshikei@city.mishima.shizuoka.jp 

   13:00    開会挨拶 

   17:10    閉会挨拶  
 

             歴史まちづくりについて 

・歴史まちづくり認定都市…岐阜県（高山市、恵那市、美濃市、岐阜市、郡上市）、静岡県（三島市、掛川市、伊豆の国市） 
             愛知県（犬山市、名古屋市、岡崎市）、三重県（亀山市、明和町、伊賀市） 

・中部地方整備局webサイトでは、歴史まちづくり法の概要や歴史まちづくり認定都市の取組等について掲載しているほか、 
 各都市の観光情報も掲載しています。下記URLまたは右のQRコードからご覧いただけます。 
 URL：http://www.cbr.mlit.go.jp/kensei/rekisi.html 

第６回中部歴史まちづくりサミット in 三島  

   16:50    記念イベント  
 

        

   13:15    「全国における歴史まちづくりの動き」   
               国土交通省 
 

           

   13:50    基調講演 
            「三島市歴史的風致維持向上計画への期待」 
 

               川口 宗敏 三島市歴史まちづくり協議会 会長 
                              静岡文化芸術大学名誉教授   
 
 
 

パネリスト 

國島 芳明 
高山市長 

櫻井 義之 
亀山市長 

山田 拓郎 
犬山市長 

小坂 喬峰 
恵那市長 

武藤 鉄弘 
美濃市長 

中井 幸充 
明和町長 

岡本 栄 
伊賀市長 

内田 康宏 
岡崎市長 

日置 敏明 
郡上市長 

河村 たかし 
名古屋市長 

勢田 昌功 
中部地方整備局長 

豊岡 武士 
三島市長 

柴橋 正直 
岐阜市長 

コーディネーター 

川口 宗敏 
三島市歴史まちづくり協議会会長 
静岡文化芸術大学名誉教授 

 

松井 三郎 
掛川市長 

小野 登志子 
伊豆の国市長 

開催日：平成３０年１０月１６日(火) 
会 場：三嶋大社 社務所 大広間      

   14:25    パネルディスカッション   
                 テーマ 「～歴史まちづくり法施行10年を迎え～ これまで・これからの取組」          

【プロフィール】 
ハーバード大学大学院デザイン学部都市デザイン学科修了（1979年）。 
丹下健三都市・建築設計研究所・主任建築家及び川口建築都市設計（現デザイン・アープ）専務取締役を
経て、東海大学教授及び静岡文化芸術大学大学院教授を歴任。現在、静岡文化芸術大学名誉教授。 
現在、国土交通省中部地方整備局総合評価審査委員、静岡県景観賞審査委員長、静岡県住まいの文化
賞審査委員長、三島市景観審議会会長、三島市歴史まちづくり協議会会長などの公職を兼任。 
 
 

   13:30    「新規認定都市による歴史まちづくり計画の紹介」 
                 掛川市・伊豆の国市 
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子どもも親も地域もともに育とう 

み し ま 子 育 て 支 援 フ ェ ア 
三島市×日清プラザ×イトーヨーカドー三島店×(一社)ママとね 

 

 三島市では、平成２８年度よりイトーヨーカドー三島店、日清プラザ、（一社）ママとねと『産官民連携』

し「みしま子育て支援フェア」を開催しています。今年度は開催３年目を迎え、グレードアップした企画をそ

ろえ、子どもとその家族が満喫できる５日間となっています。 

 

 
 

１ 開催概要 

  日 時  １０月１０日（水）～１４日（日） 午前１０時～午後４時 

場 所  日清プラザ・イトーヨーカドー三島店 センターコートほか 

 

２ 事業内容 

（1）１０月１０日（水） 

＜オープニングイベント＞ 午前１０時～ 

①井上あずみファミリーコンサート 

「となりのトトロ」「天空の城ラピュタ」 

   「魔女の宅急便」などスタジオジブリ作品の主題歌・挿入歌 

NHKみんなのうたなどでお馴染み 

    ②青木保育園児による歌の発表会 
   ＜オープニングセレモニー＞ 午前１０時３０分～ ※市長が登壇します   

 
（2）１０月１０日（水）～１４日（日） ※イベントは日替わりです 

  ・タニタ体組成測定（健康づくり課）、出動！地震体験車（危機管理課） 
  ・三島市子育てコンシェルジュによる相談コーナー（子ども保育課） 
  ・えがしらみちこ先生のライブペイント＆読み聞かせ など 

・手形・足型スタンプ（イトーヨーカドー） 
・ぶんぶんミツバチをつくろう（クレマチスの丘） 
・おさるのジョージ展開幕直前プレイベント（佐野美術館） 
・ハイハイレース（アカチャンホンポ） 

  ・フルヤトモヒロ歌とaccoバルーンのプレゼント（ボイスキュ―） 
   ※イベントスケジュール詳細については、チラシができ次第提供します。 
 

ここがポイント！ 

● 子育て支援 三島最大のイベント 

● “子育て”をキーワードに異業種がタッグを組み、グレードアップした企画で盛り上げる 

● ５日間、親子がいつ来ても楽しめる企画を用意し、地域の子育て情報やサービスを知る機会とする。

三島市社会福祉部子育て支援課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：神成 知紀 
TEL. 055-983－2712 FAX. 055-983-2709 
e-mail：kosodateka@city.mishima.shizuoka.jp 
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１５歳・１８歳対象 

インフルエンザ予防接種費用の一部助成 
 

三島市では、来春に受験や就職活動を控える中学３年生及び高校３年生相当の人を対象に、インフルエンザ予

防接種費用の一部助成を１０月１日から開始します。 

インフルエンザは毎年初冬から春先にかけて流行し、感染が一気に拡大すると学校や社会に大きな影響を与え

ます。インフルエンザの感染予防には予防接種が効果的です。予防接種を受けることにより、感染や重症化を防

ぐことができます。 

そこで、インフルエンザ予防接種費用の一部助成を実施し、インフルエンザの感染を予防するとともに、予防

接種費用の経済的負担を軽減し、対象者を支援していきます。 

 

 

１ 対象 

  三島市に住民登録がある                                         

（1） 平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生まれの平成３０年度中に満１５歳を迎える者 

（2） 平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生まれの平成３０年度中に満１８歳を迎える者 

                           

２ 助成金額    

  １，０００円（１回のみ）、対象者は自己負担金３，２４４円を医療機関へ支払う 
 
３ 助成対象期間 

  平成３０年１０月１日（月）～平成３１年１月３１日（木） 
 
４ 接種場所 
  市内指定医療機関 
  指定医療機関以外で接種を受ける場合は実費負担 
 
５ その他 
   １０月１日から「三島市子ども医療費助成制度」の対象年齢を高校生相当年齢の子どもまでに拡大し、 
  子育てに取り組む保護者の経済的負担のさらなる軽減と、子どもの健康増進を図ります。 
 
 

ここがポイント！ 

● 受験や就職活動など、人生においての大事な時期を迎える人たちを応援。 

● 流行前のインフルエンザ感染予防と予防接種費用の経済的負担を軽減。 

● 対象の人に予診票を個別に送付することで予防接種を奨励。 

三島市健康推進部健康づくり課 〒411-0832  静岡県三島市南二日町8-35  担当：山田 
TEL. 055-973-3700 FAX. 055-976-8896   

e-mail：kenkou@city.mishima.shizuoka.jp 



 
記者会見資料 三島市 

せせらぎと緑と元気あふれる協働のまち・三島 ～環境と食を大切に～ 

 

血管年齢、骨健康度、脂肪燃焼力など無料測定 

健康づくりイベント「からだ衰え度チェック」 
～株式会社カーブスジャパンとの協働事業～ 

 

三島市では、健康を核としたまちづくり「スマートウエルネスみしま」を通じて、市民が健康で、まちも元気

で活気あふれる“健幸”都市づくりを進めています。 

平成３０年８月１０日に「健康づくりに関する協定」を締結しました株式会社カーブスジャパンと協働し、女

性を対象に、血管年齢や骨健康度など各種測定を行う健康づくりイベント「からだの衰え度チェック」を開催し

ます。 

このイベントにより、自分のからだの状態を測ることで健康づくりのきっかけとなり、運動・スポーツの習慣

を促し、健康寿命の延伸を図ります。 

 

 
 

１ 開催概要 

日 時   ①１０月２２日（月） 午前１０時～午後１時、午後２時～午後４時３０分 

        市民体育館 大会議室（２階） 

         ②１０月２３日（火） 午前１０時～午後１時、午後２時～午後４時３０分 

          生涯学習センター 研修室（５階） 

内 容   血管年齢測定、骨健康度測定、脂肪燃焼力チェック、姿勢バランスチェック、 

体組成測定、健康ミニ講座、専門スタッフによるアドバイス 

参加対象   三島市在住・在勤の女性 

参 加 費   無料 

申 込   不要 

そ の 他   時間内であればお好きな時にお越しいただけます。 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

ここがポイント！ 

● 普段測ることが難しい血管年齢や骨健康度が無料で測定できます。 

● 測定結果をもとに、専門スタッフからアドバイスが受けられます。 

● カーブスとの協働イベントを三島市内で初めて開催します。 

三島市健康推進部健康づくり課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：杉澤 達也 
TEL. 055-973-3700 FAX. 055-976-8896 
e-mail：kenkou@city.mishima.shizuoka.jp 

【血管年齢測定とアドバイスのイメージ写真】



 
記者会見資料 三島市 

せせらぎと緑と元気あふれる協働のまち・三島 ～環境と食を大切に～ 

 

希望あふれる三島の未来の創造に向けて 

女性目線でみしまの未来を描く会 
 ～女性の視点を市政に反映～ 

 

希望あふれる三島の未来の創造に向け、女性の視点をこれからの市政に反映するため、「女性目線で三島

の未来を描く会」を開催します。 

将来にわたって三島を発展させていくため、何ができるか、参加者同士の意見交換を中心に話し合いを行

います。 

 

 

 

１ 開催概要 

日 時  １０月３０日(火) 午前１０時～１１時３０分 

会 場  市民生涯学習センター 3階 講義室 

  テーマ  １０年後の三島 

  内 容  ・グループごとに話し合う分野を決めた後、課題や対策について意見交換を行う。 

・とりまとめた意見を発表してもらい、市長が講評を実施する。 

・満1歳から未就学児の託児を無料で実施（多目的ホールで実施）  
 

２ 参加及び託児の申込み   

１０月１５日（火）までに、電話、ＦＡＸ、メール市民生活相談センターへ 

 

３ これまでの経過 

・平成２２年度まで女性と市長のいきいきトークとして実施 

 ・平成２９年度まで女性と市長のみしまの未来を語る会として実施 

 ・平成３０年度から女性目線で三島の未来を描く会として実施 

 

 

 

 

 

 
 

ここがポイント！ 

● 参加者同士で密な意見交換ができるようにワークショップ形式で実施。 

● 参加者全員が意見を述べやすいように各グループに進行のサポート役としてファシリテーター配置。

● 子育て中の女性も出席しやすいように、未就学児を対象に無料で託児を実施。 

三島市企画戦略部広報広聴課 市民生活相談センター 
 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：渡邉 雄平 
TEL. 055-983-2621 FAX. 055-983-2753 
e-mail：soudan@city.mishima.shizuoka.jp 



 
記者会見資料 三島市 

せせらぎと緑と元気あふれる協働のまち・三島 ～環境と食を大切に～ 

静岡県東部拠点駅の利便性向上のために 

新幹線ひかり号の三島駅停車本数の増加等の要望 
～移住定住の促進・観光客増加に向けて～ 

 

三島市では、平成１１年より静岡県東部地域の拠点駅として、地域住民、周辺企業に勤める方はもとより、観

光やビジネス等で静岡県東部を訪れる人々の利便性の向上による更なる地域活性化を図るため、新幹線（ひかり

号等）の三島駅停車本数の増加要望を行ってきました。 

三島駅における新幹線の停車本数の増加については、周辺市町や近隣の企業、大学等からの要望や期待も大き

いため、実現に向けて粘り強く要望活動を続けていく必要があると考え、本年度についても要望活動を実施いた

します。 

 

１ 要望書提出  

(1)提出先 東海旅客鉃道株式会社 新幹線鉃道事業本部            

 (2)提出日 １０月２４日（水）午後３時～ 

(3)会  場   東京都千代田区丸の内１－９－１ 丸の内中央ビル 

２ 要望内容 

  (1)「ひかり号」の三島駅停車本数の増加 

  (2)朝夕の通勤・通学時間帯における「こだま号」の増発 

３ 連名市町及び団体（昨年度実績・今年度も同市町・商工関係者に依頼中） 

三島市長 沼津市長 御殿場市長 裾野市長 伊豆の国市長 伊豆市長 函南町長 

清水町長 長泉町長 小山町長  

三島商工会議所 沼津商工会議所 御殿場市商工会 裾野市商工会 伊豆の国市商工会 

伊豆市商工会 函南町商工会 清水町商工会 長泉町商工会 小山町商工会  

４ 賛同事業所等（昨年度実績・今年度も同事業所、大学に依頼中） 

(1)賛同事業所（５０音順） 

【市内】 株式会社Ｚ会・株式会社Ｚ会ＣＡ・株式会社電業社機械製作所・東芝テック株式会社静岡

事業所・東レ株式会社三島工場・株式会社フジコー・横浜ゴム株式会社三島工場 

【市外】 キヤノン株式会社富士裾野リサーチパーク・株式会社増進会出版社・東芝機械株式会社・

株式会社時之栖・トヨタ自動車株式会社東富士研究所・トヨタ自動車東日本株式会社・富

士通株式会社沼津工場・三菱アルミニウム株式会社富士製作所 

 株式会社明電舎 沼津事業所・矢崎エナジーシステム株式会社・矢崎総業株式会社Ｙ－Ｃ

ＩＴＹ・株式会社リコー沼津事業所 

(2)賛同大学（５０音順） 

【市内】 順天堂大学保健看護学部 日本大学国際関係学部 
 

ここがポイント！ 

● 平成１１年より粘り強く要望活動を継続、今回で１７回目。 

● 伊豆・北駿の１０市町と商工業関係者１０団体が一丸となって要望。 

● ２０２０オリンピック・パラリンピックでは県東部・伊豆地域が自転車競技の会場となっており、多

くの関係者が新幹線で三島駅を利用することが予想される。 

三島市企画戦略部政策企画課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：浅井健夫 
TEL. 055-983-2698 FAX. 055-973-5722 
e-mail：seisaku@city.mishima.shizuoka.jp 
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新幹線ひかり号の三島駅停車本数の増加等について(案) 

 

平素より、新幹線三島駅の利便性向上にご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、新幹線三島駅は、昭和 44 年の開業以来、日本有数の観光地である富士・

箱根・伊豆の玄関口として、また、北駿地域（御殿場市・裾野市・小山町等）な

ど静岡県東部・伊豆地域の人・物・情報の広域交流結節点として、大きな役割を

果たしております。 

また、都心から 100 ㎞圏内にあり、首都圏へひかり号で 37 分、こだま号で

50 分程度という利便性の高さから、2015 年の国勢調査から推計するとこの地

域から 7,000 人以上の通勤・通学客が新幹線を利用しており、尚且つその数は

年々増加傾向にあると推測され、静岡県東部における拠点駅としての役割も

益々高まっております。 

特に近年では、東京一極集中の是正として、地方への移住施策を国と地方が一

体となって進めており、今後首都圏からの移住者のさらなる増加が予想される

中、三島駅近隣の市町では「新幹線通勤」を共通のキーワードとして、首都圏に

通勤できる地方都市として PR を積極的に進めております。 

三島駅周辺には、順天堂大学保健看護学部、日本大学国際関係学部が立置する

等、大学をはじめとする教育機関が充実しており、学生や関係者等の安定的な新

幹線利用の一因となっております。 

産業面では、静岡県が進める「ふじのくにのフロンティアを拓く取組」、「ファ

ルマバレープロジェクト（富士山麓先端健康産業集積事業）」により本地域が国

の総合特区の指定を受けており、併せて東名・新東名・国道 1 号につながる東

駿河湾環状道路の開通により、今後、さらに企業集積が進み、ビジネス客の増加

が予想されます。 

「ふじのくにのフロンティアを拓く取組」では、裾野市の今里工業用地に進出

した企業の新工場の着工をはじめ、御殿場市、小山町、三島市で工業団地の造成

が進み、続々と進出企業が決定しております。 

また、長泉町には「ファルマバレープロジェクト」の中核を成している「県立

静岡がんセンター」が立地し、全国から最先端のがん治療を求めて人が集まって

いるのに加え、隣接地には「静岡県医療健康産業研究開発センター」が開所し、

医療健康産業の集積を進めております。 

さらに沼津市に農業の先端技術開発と新事業創出に向け県が整備した「ＡＯ

Ｉ‐ＰＡＲＣ（アオイ・パーク）」では、研究機関と民間企業の連携が進められ

ていることなどから、今後、より多くの国内外の研究者や関係者が訪れることが

予想されるなど、これらの取り組みにより、静岡県東部の経済が活性化すること

で、この地域の拠点駅である三島駅の産業面における重要性は、より大きなもの

となっております。 

 観光の面においても、日本人の心のよりどころであり、外国人観光客にも人気

の富士山、伊豆の国市にあります世界遺産の韮山反射炉、さらには東洋一の湧水

と謳われる清水町の柿田川湧水群には国内外から多くの観光客が訪れておりま
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すが、本年４月には、伊豆半島が世界ジオパークに認定されたことで、伊豆半島

全体が魅力を再認識し、「一般社団法人 美しい伊豆創造センター」を中心に今

まで以上に一丸となって、伊豆半島の自然資源をさらに磨き上げ、世界レベルの

観光交流圏へと押し上げていく取り組みを積極的に展開しております。 

さらに、５月には県境を跨ぎ三島市・函南町・箱根町・小田原市が連携した取 

組みによる旧東海道「箱根八里」が日本遺産の認定を受けるなど、三島駅周辺地

域の自然・歴史・文化が各方面から評価されているところであります。 

このような中、来年春にはＪＲグループ６社との協力により、静岡デスティネ

ーションキャンペーンが展開されることになっており、県ではオール静岡で機

運を高めているところですが、県東部・伊豆地域でも、前述の流れと相まって、

今回のキャンペーンを新規観光客やリピーター獲得の絶好のチャンスととらえ、

旅行商品の開発等に取り組み、次々とプレイベントを開催するなど、来年の本番

に向け、積極的に準備を進めております。 

その他三島市内では、国内最長の歩行者専用吊り橋「三島スカイウォーク」が、

平成 27 年１2 月の開業から早くも来場者数３００万人を突破したのに加え、本

年７月にはロングジップスライドや樹上アスレチックを含むアトラクション施

設がオープンして人気を集めるなど、新たな観光名所として定着しつつあり、三

島市のみならず県東部の観光振興に寄与しております。 

また、御殿場市の「御殿場プレミアム・アウトレット」では大規模な増設が計

画されているのに加え、御殿場市や小山町にホテル建設が続々と決定している

ことや、函南町の道の駅「伊豆ゲートウェイ函南」では、開業から１年で 132 万

人超の来場者を記録していることなどから、今後も多くの観光客が訪れること

が予想されます。 

さらにスポーツツーリズムにおいては、2019 年ラグビーワールドカップ、そ

の翌年には、東京五輪以来 56 年ぶりの日本開催となる 2020 年東京オリンピッ

ク・パラリンピックが控えております。 

静岡県も、この全世界が注目する大会の会場となっており、特に 2020 年東京

オリンピック・パラリンピックでは自転車のトラック競技が伊豆市のベロドロ

ーム、マウンテンバイクが日本サイクルスポーツセンターで、ロードレースでは

御殿場市・裾野市・小山町を巡り、富士スピードウェイをゴールとするコースで

の開催が決定しており、世界中の自転車ファンや関係者が三島駅を経由して会

場へ向かう流れが予想されます。 

また、伊豆の国市に世界有数の自転車ブランドの展示・試乗施設がオープンす

るなど、県東部・伊豆地域ではオリンピック・パラリンピック終了後も、オリン

ピックレガシーとしてサイクルツーリズムを振興し、自転車の聖地としての名

を轟かせ、将来的には世界中から東海道新幹線に輪行し三島駅へやってくるサ

イクリストの増加を見込んでおります。 

また、オリンピック・パラリンピックを契機にさらに増加が予想される外国人

観光客が快適に滞在していただくため、Wi-Fi の整備を進める等、様々な誘客の

取り組みを進めており、三島駅を経由した沿線地域への来客もさらに増加する
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ものと思われます。 

以上のことから、三島駅への新幹線ひかり号の停車本数の増加は、通勤・通学

客はもとより、富士・箱根・伊豆を訪れる国内外からの観光客や、沼津市域、北

駿地域などを訪れるビジネス客等の利便性のさらなる向上のみならず、地域を

活性化、地方を再生させ、地方都市の人口減少問題を解決するカギとなり、今後

の県東部地域の発展に、欠かすことができない大変重要なファクターであると

捉えております。 

しかしながら、平成 15 年以来、ひかり号の三島駅停車本数は上り下り各 6 本

に留まっており、静岡駅の上り 19 本、下り 18 本、浜松駅の上り 18 本、下り

16 本の現状は、それぞれ 3 駅を利用される乗車人員（新幹線と在来線を含む）

を比較しましても、静岡県東部の拠点駅としては非常に少ない状況であると考

えます。特に、早朝における下りのひかり号につきましては、関西圏に朝一番で

到着するためにはさらに早い時間帯の在来線で静岡駅まで行き、乗り継がなく

てはならない現状にあります。 

今後、朝６時台や夜９時台にひかり号が三島駅に停車する本数が増えること

で、首都圏、関西圏及び中京圏を往来するビジネス客は日帰り業務が可能となり、

さらに観光客にも日帰り観光を十分に満喫していただくなど、新幹線の利便性

をもっと身近に感じることができるものと考えます。 

さらに、朝夕の通勤・通学時間帯におけるこだま号の増発につきましても、通

勤・通学客などの利便性・快適性を飛躍的に向上させ、県東部・伊豆地域におけ

る移住・定住を促進し、ひいては、さらなる鉄道利用者の増加につながるものと

確信いたしております。 

静岡県東部地域の産業界、経済界はもとより、地域住民全体の切なる声として、

東海旅客鉄道株式会社におかれましては、ひかり号の三島駅停車本数を上り下

り各 15 本に増加してくださるようお願い申し上げますとともに、併せて朝夕時

の通勤・通学時間帯におけるこだま号のさらなる増発についても、是非とも前向

きに御検討の上、ご対応くださいますよう要望いたします。 

何卒、お聞き届けくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 



 
記者会見資料 三島市 

せせらぎと緑と元気あふれる協働のまち・三島 ～環境と食を大切に～ 

 

自らの地域はみんなで守る 

防災力アップ！人材育成講座 
～防災の実践力を身につけよう～ 

 

平成２３年３月の東日本大震災、平成２８年４月の熊本地震、平成３０年７月豪雨などにより、想像を超える

甚大な人的、物的な被害が起こっております。このような自然災害に備えるためには各家庭による自助・地域に

よる共助が何より重要です。 

日頃、自主防災組織より地域の防災力を向上させたいとのご意見が多く聞かれるため、地域や各家庭で生かす

ことのできる実技を中心に取り入れた「防災力アップ！人材育成講座」を次のとおり開催します。 

 

 

１ 事業概要  

 

２ 啓発チラシ  別添のとおり 

 

３ 募集定員   各回５０人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    講座内容 講師 

第１回 
10月6日 
（土） 

三島消防署 

午前の部 
高齢者、障がい者の避難支援 
芙蓉台自治会の防災活動の取り組み 

三島市福祉応援大使 
河合 孝彦氏 
芙蓉台自治会 

午後の部 ロープワークと重量物除去訓練 
富士山南東消防本部 
三島消防署 

第２回 
10月20日 
（土） 

三島消防署 

午前の部 市民トリアージと身近なものを使った応急手当 
ＮＰＯ災害医療町づくり

理事長 安田 清氏 

午後の部 図上訓練（イメージＴＥＮ）・自主防災本部の運営 危機管理課 

第３回 
11月10日

（土） 
南小体育館 

午前の部 災害時のトイレ対策・防災クイズ 危機管理課 

午後の部 避難所開設訓練 危機管理課 

ここがポイント！ 

● 毎年好評であるロープワーク、重量物除去訓練等実技を中心に、より実践的な講座を開催 

● 訓練で何をしたらよいか分からない方、マンネリ化した訓練の打破を考える自主防災組織など、 

興味のある講座を半日単位で申し込みできます！ 

三島市企画戦略部危機管理課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：宮澤 美瑠 
TEL. 055-983-2751 FAX. 055-981-7720 
e-mail：kiki@city.mishima.shizuoka.jp 

【重量物撤去訓練】 



平成３０年度 防災力アップ！人材育成講座  
～自分の知識や経験を増やし、地域の力となる人のための～  

問合せ：三島市危機管理課 055-983-2751 

 防災の知識を得たい。訓練で何をしたらよいかわからない。          

マンネリ化した訓練の打破を考える自主防災組織にはうれしい講座です。             

今年は実技がメインの内容となっており、各回半日単位の申し込みも可能です。  

○日時：10月6日（土） 

○場所：三島消防署（南田町） 

○午前の部 9：30～12：00 

  高齢者、障がい者の避難支援 

  （三島市障がい者応援大使 河合孝彦氏） 

  芙蓉台自治会の防災活動の取り組み 

  （芙蓉台自治会） 

○午後の部 13：00～15：30 

 ロープワークと重量物除去訓練 

  （富士山南東消防本部 三島消防署） 

○日時：10月20日（土） 

○場所：三島消防署（南田町） 

○午前の部 9：30～12：00 

  市民トリアージと身近なものを使った 

  応急手当 

（NPO災害医療町づくり理事長 安田清氏） 

○午後の部 13：00～15：30 

 図上訓練（イメージＴＥＮ）と 

 自主防災本部の運営 （危機管理課） 

○日時：11月10日（土） 

○場所：南小学校 体育館 

○午前の部 9：30～12：00 

 災害時のトイレ対策・防災クイズ 

○午後の部 13：00～15：30 

 避難所開設訓練       （危機管理課） 

第１回 第２回 

第３回 ○定員   各回５０名（定員を超えた場合は抽選） 

○申込方法 電話・FAX・メール 

（氏名、住所、電話、年齢、性別、希望日、時間帯） 

○申込期限 第1回   ９月２８日（金）  

      第2回  １０月１２日（金） 

      第3回  １１月 ２日（金） 

○申込先  三島市危機管理課 

      電話 ０５５－９８３－２７５１ 

      FAX ０５５－９８１－７７２０ 

      メール kiki@city.mishima.shizuoka.jp 

 ＊申込みされた方には、後日参加案内文等を送付します。  

重量物除去訓練 身近なものを使った応急手当 障がい者支援のポイント 

mailto:kiki@city.mishima.shizuoka.jp
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スポーツの秋、運動会の秋！ 

各 小 学 校 区 運 動 会 

～１０月は「ふじのくにスポーツ推進月間」～ 

 

９月・１０月は、三島市内の１２小学校区で運動会が行われます。 

幅広い年代で楽しめるプログラムが盛りだくさん！スポーツを通じて、地域のきずなを深めながら楽しん

でいただきたいと思います。 

 

１ 各小学校区運動会開催日程 

校区名 開催日 予備日 開会式 会  場 

東小 

９月３０日（日） 

 

予備日なし。 

雨天時は体育館 

午前８時３０分 東小グラウンド 

北上小 午前８時２０分 北上小グラウンド

沢地小 １０月７日（日） 午前８時１５分 沢地小グラウンド

徳倉小 １０月２１日（日） 午前８時３０分 徳倉小グラウンド

坂小 

１０月７日（日） 

予備日なし。 

雨天時は体育館 

午前８時２０分 坂小グラウンド 

佐野小 午前９時１５分 佐野小グラウンド

山田小 天候に関わらず体育館  午前９時２０分 山田小体育館 

西小 

１０月８日（月・祝） 

午前８時３０分 西小グラウンド 

南小 午前８時１５分 南中グラウンド 

北小 午前９時 北小グラウンド 

錦田小 １０月２１日（日） 午前８時３０分 錦田小グラウンド

向山小 １０月１４日（日） 雨天中止 午前１０時 向山小グラウンド

※中郷・長伏小学校区は６月に開催 

 

 

三島市健康推進部スポーツ推進課 〒411-0033 静岡県三島市文教町2-10-57 担当：渡邊 

TEL. 055-987-7571 FAX. 055-987-8550  

e-mail：sport@city.mishima.shizuoka.jp 
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広めよう 高めよう つなげよう 

第５６回三島市民芸術祭 
～三島に受け継がれる芸術祭を見に行こう！～ 

 

三島市民芸術祭は、三島市文化芸術協会加盟団体による舞台公演と作品展からなり、約１ヵ月にわたって、古

典から現代までの様々な文化・芸術を楽しむことができます。 

昭和３８年に第１回「市民文化祭」が開催され、今日の礎を築きました。 

第５６回を迎えた今年は、「広めよう 高めよう つなげよう 芸術祭」をスローガンに、異なるジャンルの団体

同士がジョイントやコラボして多彩なパフォーマンスをお届けします。多くの皆様のご来場をお待ちしております。  

 

１ 開催概要 
会  期  １０月３日(水)～２８日(日) 
会  場  市民生涯学習センター、市民文化会館 
主  催  三島市文化芸術協会、三島市、三島市教育委員会 
参加団体  ４１団体 

※前年度実績 参加４３団体、来場者３，８５７人 

２ 開催日程 
（1）オープニングセレモニー 

日  時  １０月３日（水）午前１０時から（３０分程度）     
 会  場  市民生涯学習センター 市民ギャラリー前 
内  容  主催者挨拶、来賓祝辞 

（2）舞台公演  会場：市民文化会館 ※入場無料、全席自由 
・日本舞踊の部    １０月 ６日(土)   (開演)午後１時 小ホール 
・邦楽・吟詠詩舞の部 １０月 ７日(日)   (開演)午後１時 小ホール 
・芸能・ダンスの部  １０月 ８日(月･祝) (開演)正午    大ホール 
・洋楽の部      １０月１４日(日)   (開演)午後１時 小ホール 

（3）作品展   会場：市民生涯学習センター ※入場無料 
・美術展   １０月３日（水)～７日(日)  午前１０時～午後５時（７日は午後４時まで）  

市民ギャラリー・多目的ホール 
・写真展   １０月１７日(水)～２１日(日) 午前１０時～午後５時（２１日は午後４時まで） 

   多目的ホール・ホワイエ 
・いけばな展 １０月１８日(木)～２１日(日) 午前１０時～午後５時（１９･２１日は午後４時まで） 

   市民ギャラリー 
・書道展   １０月２４日(水)～２８日(日) 午前１０時～午後５時（２８日は午後４時まで） 

市民ギャラリー・多目的ホール 
（4）クロージングセレモニー 
 日  時  １０月２８日(日) 午後３時３０分（３０分程度） 
 会  場  市民生涯学習センター３階展示会場 

 内  容  展示作品（書道展）の吟詠をおこないます。 

ここがポイント！ 

● 今年の舞台公演は、三島市民文化会館で10/6に「日本舞踊の部」、10/7に「邦楽・吟詠詩舞の部」、

10/8に「芸能・ダンスの部」、10/14に「洋楽の部」を開催します。農兵節や合唱など、来場者が参

加できるコーナーもあります。 

● 三島市民生涯学習センターでは週替りで、美術、写真、いけばな、書道の作品展を開催。会員が在廊

しているので作品に関する質問もお気軽にどうぞ。 

三島市産業文化部文化振興課 〒411-8666 静岡県三島市大社町1-10 担当：織部美江 

TEL. 055-983-2756 FAX. 055-981-7720 

e-mail：bunka@city.mishima.shizuoka.jp 
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各地で話題の五日市剛さん講演会 

みしま健幸大学特別講演会 
～想いと言葉が人生を創る～ 

 

健康づくり無関心層を含む様々な世代に対して、健康に対する意識の向上や行動変容を促すために、街なかの

あらゆるところで健幸に関するプログラムを実施する「みしま健幸大学」では、特別講座として、巨人軍の原辰

徳元監督をはじめとする数多くのトップアスリート、著名人にも影響を与えている五日市さんの講演会を開催し

ます。 

 

 

１ 開催概要 

（1）開催日時  １０月３日（水） 午後１時３０分～３時（予定） 

（2）会 場  市民文化会館大ホール 

（3）講 演 者  五日市剛（工学博士） 

（4）演 題  想いと言葉が人生を創る 

（5）内 容  なぜ「ありがとう」と言う人には幸せが、言われる人には 

成功がもたらされるのでしょう。 

言葉の大切さと運気を上げるメカニズムについてお話しします。 

（6）参 加 費  無料 

（7）対 象  どなたでも 

（8）人 数  1,000人（三島市保健委員も含む） 

         応募者多数時抽選 

（9）申 込 み  みしま健幸大学事務局（055－951－1340） 

（10）主 催  三島市 

 

 

 

 

ここがポイント！ 

● 学生時代の体験談をまとめた冊子「ツキを呼ぶ魔法の言葉」は口コミだけで１４０万部を超える大

ベストセラー。 

● 来年３月までに、大規模、中規模、小規模の講座を、市内全域で多数（２８回以上）行います。 

● 本講演会は、各自治会より選出されている三島市保健委員会の全体研修も兼ねています。 

三島市健康推進部健康づくり課 〒411-0832 静岡県三島市南二日町8-35 
TEL. 055-973-3700 FAX. 055-975-8896 e-mail：kenkou@city.mishima.shizuoka.jp 

五日市 剛さん 
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第 １ ０ 回 三 島 バ ル 
～２７店舗が新規参加！～ 

 

第１０回目を迎える「三島バル」が１０月１３日（土）に開催されます。 

新規参加の２７店舗を含め、前回より１０店舗多い９６店舗が参加します。また、当日は同時開催のイベント

も目白押し。三島の街で飲み歩き、食べ歩き、まち歩きを楽しんでください。 

 

 

１ 開催目的 

三島市中心市街地を中心とした飲食店の魅力を再発見できるイベントを開催することで、三島の観光・食・

自然といった街や地域が持つ固有の風土や環境を共有し、誘客とにぎわい創出と経済効果による活性化を目

指す。 

 ２ 開催日時 

１０月１３日（土） 正午～各店閉店まで 

※営業時間は店舗によって異なります。 

  ◆オープニングセレモニー 三島商工会議所１階ＴＭＯホール 

    午後４：４０～  三島出身のマジシャンによるマジック 

ショー 

    午後５：００～  乾杯セレモニー＆おふるまい 

３ イベント内容   

バルチケット(５枚綴り：前売り４，０００円 当日４，２５０円)を購入し、参加店舗を食べ歩くイベン

トです。チケットと引換で１ドリンクと自慢の一皿やお土産、体験などを楽しむことができます。 

 ４ チケット購入方法   

前売り券：参加店舗または、三島商工会議所、三島市観光協会で購入。 

        もしくは、三島バル公式ＨＰ（ｈｔｔｐ：／／ｍｉｓｈｉｍａ－ｂａｒ．ｎｅｔ／）より予約 

当日券 ：参加店舗、三島商工会議所ＴＭＯホールで販売 
５ 問合せ先   

三島バル実行委員会（055-955-7750） 
 

 
 
 
 

ここがポイント！ 

● 前回から１０店舗多い、９６店舗が参加。 

● ２７店舗が今回から新たに参加。 

● 『キャンドルナイト＠三島バル in 白滝公園』等、同日開催のイベントも多数。 

 

三島市産業振興部商工観光課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：山本 賢人 
TEL. 055-983-2655 FAX. 055-983-2754 
e-mail：syoukou@city.mishima.shizuoka.jp 
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１万人以上の来場者でにぎわいます！ 

第８４回 三島みどりまつり 
～花と緑の祭典～ 

 

みどりと花いっぱい運動を家庭や地域に広め、潤いと安らぎのある生活環境をつくりだすことを目的として、

花と緑の祭典「三島みどりまつり」が下記のとおり開催されます。 

三島みどりまつりは、毎年春と秋に開催（昭和５２年開始）し、市内外から多くの来場者で賑う緑化啓発イベ

ントです。会場では、花苗、植木、竹細工、新鮮野菜、金魚等の展示即売をはじめ、花と緑の講習会や市民参加

のチャリティーせり市等様々なイベントが予定されています。 

 

 
 

１ 開催概要 

日 時  １０月２０日（土）、２１日（日） 

※両日とも午前９時～午後４時（雨天決行） 

  場 所  長伏公園 

 

２ 事業の詳細 

・花苗、植木、園芸資材、竹細工、金魚、新鮮野菜の展示即売 
※お買い上げ（１，０００円以上）の方におたのしみ抽選券を渡しています。 

・地元園芸家を講師とした花と緑のミニ講習会…４回開催 
・来場者参加によるチャリティーせり市…３回実施 
・花苗、苗木、埴土の無償配布…４回実施 ※無くなり次第終了 
・緑の相談コーナー…病害虫対策等緑の手入れに関する相談所（土壌改良材も配布） 
・地産地消・軽食コーナー…箱根西麓三島野菜のPRと軽食の販売 ほか 
・おもちゃカボチャコンテスト…会場に展示し、初日に審査、２日目に表彰式を実施 
・かかしコンテスト…同上 
・フリーマーケット…芝生広場で２日間実施 

 

３ 補足情報 

・当日は、雨天決行になります。 
・イベント期間中３回実施されるチャリティーせり市は、 

来場者参加型のイベントで大いに賑わいます。 

 

ここがポイント！ 

● 昭和５２年に開催されて以来、今回で８４回目となります。 

● 三島市内外から十数店舗の園芸店などが出店し、何万点もの品が並びます。 

● 当日、会場は市内外から訪れた1万人以上の来場者で大いに賑わいます。 

三島市計画まちづくり部水と緑の課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：田村 彩 
TEL. 055-983-2642 FAX. 055-973-7241 
e-mail：mizutomidori@city.mishima.shizuoka.jp 
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過去最大規模！１０周年を迎えた子供向けイベント 

  ハロウィン・パレード in みしま ２０１８ 
～様々な商店街との交流企画も盛りだくさん～ 

 

今年で１０回目を迎える「ハロウィン・パレードinみしま」。年々参加者が増加し、市民のみならず市外・

県外から多くの子どもたちが参加するイベントとなっています。 

今年は過去最多の２，０１８名を募集しており、迫力のあるパレードも大注目です。 

その他にも、さまざまなイベントを商店街で企画していますので、ぜひこの機会に三島大通り商店街に足

を運んでいただき、商店街との交流も楽しんでください。 

 

 

 

１ 日 時 

歩行者天国  １０月２１日（日）午前１０時３０分～午後３時 

イベント開催           午前１１時～ 

  パ レ ー ド         午後２時～午後３時 

２ 場 所 

イベント開催場所 三島大通り商店街 

 パレードルート 三島広小路から大社西交差点 
３ パレード参加対象者 

  小学生以下（保護者同伴） 参加費無料 定員２，０１８人（先着順） 

  ※参加には事前申し込みが必要です。 

  詳細は、（http://www.mishima-pocket.com/blog/3922/）をご覧ください。 

４ 内 容 

配布されるマップをもとに、協力商店をまわり「トリック・オア・トリート」と言うと、お菓子がもら

えるイベントです。イベント終盤では、仮装した子どもたちが三島大通り商店街をパレードします。パ

レードをはじめ、さまざまなイベントを商店街で企画しています。ぜひ、三島大通り商店街にお越しく

ださい。 
５ 主催・問合せ先 

  三島大通り商店街まつり実行委員会 TEL055-976-0038 

 
 

ここがポイント！ 

● イベント開催中、三島大通り商店街が歩行者天国になりなす。 

● 商店街のレストランがこの日だけのハロウィンランチを提供。大通りに特設テラスも用意しますの

で、店舗でも野外でも楽しめます。 

● 募集定員は過去最多の２，０１８名。 

三島市産業文化部商工観光課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：山本 賢人 
TEL. 055-983-2655 FAX. 055-983-2754 
e-mail：syoukou@city.mishima.shizuoka.jp 

【大パレードの様子】 
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ノルディックウオーキング全国大会 

NO・BO・RU～やま散歩と山中城跡～2018 
～自分のペースで自然を楽しんで歩こう～ 

 

三島市では、「スマートウエルネスみしま」の一環として、運動効果が高いと言われているノルディックウオー

キングを推進するため、平成２７年１２月に県内初となるノルディックウオーキングコースの認定を、全日本ノ

ルディック・ウォーク連盟（箱根西麓コース）、静岡県ノルディックウォーキング協会（市街地コース）から取得

しています。 

この度、箱根西麓の認定コースである「箱根西坂富士美コース」を活用した全国大会を開催いたします。 

開催にあたり、初心者でも参加できるようポールの無料レンタルや講習会を併せて行います。 

 

 

 

１ 開催概要 

日  時   １０月２１日（日） 午前９時３０分～午後１時 

場  所   山中城跡公園広場 

コース・定員   箱根西坂富士美コース８．５kmコース ２５０名 

参 加 費   大人１，０００円、中高生５００円、小学生２００円 

（ポールの無料レンタルあり） 

実施方法   自分のペースで歩きます。 

参加特典   参加者全員に完歩証をプレゼントします。 

       三島スカイウォークにてソフトクリームを進呈 

申 込 み   FAX・メールでの申込み １０月１２日（金）締切 

三島市健康づくり課 FAX055-976-8896、ﾒｰﾙ info@mishima-kenko.club 

 

２ 事業の詳細 

・駐車場は山中城跡公園駐車場（約５０台）及び箱根の里駐車場（約１０台）です。 

（箱根の里からはシャトルバスが運行します。） 

 ※各駐車場の駐車台数に限りがあるため、なるべく公共機関をご利用ください。 
 

 

 

ここがポイント！ 

● 箱根西坂富士美コースを活用した全国大会の開催は２年ぶりになります。（昨年は雨天中止） 

● 参加者は、順位を競わず、自分のペースでコースを楽しみながら周ります。 

● 参加者全員に、三島スカイウォークで販売しているソフトクリームを無料プレゼント。 

【スタートを切る参加者たち】 

三島市健康推進部健康づくり課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：杉澤 達也 
TEL. 055-973-3700 FAX. 055-976-8896 
e-mail：kenkou@city.mishima.shizuoka.jp 
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第２３回三島市市民講座 
～終活の最終章。家、病院、それとも．．．～ 

 

三島市では、平成３０年３月末現在、高齢化率は２８．３％となっており、高齢化は今後もさらに進んでいく

ものと見込まれています。７年後の２０２５年には、いわゆる団塊の世代の方がすべて７５歳以上になり、病気

を抱えたり、介護が必要になる方が増えると予想されています。医療と介護が必要になっても、住み慣れた地域

で安心して生活できるよう、医療と介護の連携が求められています。 

今年は、この「在宅医療と介護」をテーマとして講演会を行います。 

また、講演会の前には医師や薬剤師などによる相談コーナーも設け、日頃の疑問を直接相談していただける機

会を作っています。 

 

１ 開催概要 

日 時  １０月２７日（土） 午後２時～５時（開場午後２時） 

場 所  市民文化会館 小ホール 

  内 容  午後２時～３時 会場内のブース訪問 

       救急救命処置体験コーナー、医療相談コーナー、薬剤師相談コーナー 

       午後３時～  講演会 

２ 詳細内容 

＜司会＞ 宮内まこと記念クリニック 吉冨 雄治医師 
＜講演＞ 

１．三島市における地域包括ケアシステム 三島市地域包括支援センター 佐野 文示さん 
２．三島市医療介護連携センターの紹介  在宅医療コーディネーター  藤井 章子さん 

３．どんな事をしてくれるの？訪問介護って～二つの家族とのかかわりから～ 

          三島市医師会訪問看護ステーション 杉山 恵美子さん 

  ４．こんにちは、山口医院、山口晶久です！  山口医院  山口 晶久医師 

  ＜パネルディスカッション＞ 

   “最期の時を住み慣れた場所で迎えるという選択” 

３ 補足情報 

・毎年、多くの方に参加していただいている講演会です 

・入場無料、申し込み不要でどなたでも参加できます。 
・要約筆記、手話通訳もあります。 
・駐車場はありませんので、近隣の有料駐車場または公共交通機関をご利用ください。 
 

 

ここがポイント！ 

● 三島市医師会の全面的な協力により毎年行っている事業で、三島市の医師が司会進行や相談スタッフ

を行います。 

● 特定健診の結果に疑問があれば、結果を持っていくと医師が相談にのってくれます。 

三島市健康推進部健康づくり課 〒411-0832 静岡県三島市南二日町8-35
TEL. 055-973-3700 FAX. 055-976-8896 e-mail：kenkou@city.mishima.shizuoka.jp 



第２３回三島市市民講座のお知らせ 
 

テーマ：“終活の最終章。家、病院、それとも…” 
 

日時：平成３０年１０月２７日（土） 

午後２時～５時（開場午後２時） 

場所：三島市民文化会館小ホール  三島市一番町２０-５ 
問い合わせ： 975 - 3031 三島総合病院 地域医療連携室 

973 - 3700 三島市立保健センター 健康推進部健康づくり課 

定員：300人 （入場無料、会場へ直接おこし下さい） 

会場内のブース訪問（午後２時～３時） 
救急救命処置体験コーナー、医療相談コーナー、薬剤師相談コーナー、看護ブース 

を設けますので、自由にご訪問ください。 

頚動脈超音波コーナーはありませんのでご注意ください。 

プ ロ グ ラ ム   

総合司会：宮内まこと記念クリニック    吉冨 雄治 
  開会の挨拶（午後３時～３時１０分） 

  三島市医師会長      

  三島市長       豊岡 武士 

講演（午後３時１０分～４時２０分） 

1.三島市における地域包括ケアシステム 
三島市地域包括支援センター    佐野 文示 

2.三島市医療介護連携センターの紹介 
   在宅医療コーディネーター    藤井 章子 

3. どんな事してくれるの？訪問看護って 

     ～二つの家族とのかかわりから～ 
  三島市医師会訪問看護ステーション  杉山 恵美子 

4.こんにちは、山口医院、山口晶久です！ 
山口医院       山口 晶久 

パネルディスカッション（午後４時２０分～４時５０分） 
司会    宮内まこと記念クリニック 吉冨 雄治 

“最期の時を住み慣れた場所で迎えるという選択” 
 閉会の挨拶（午後４時５０分～５時） 

齋藤医院      齋藤 祐一 
 

主催 三島市医師会、 

三島市医師会循環器部会・内科部会、 

三島総合病院、 

三島市 

多数の皆様の御来場をお待ちしております。 

車でのご来場はご遠慮ください。三島市民以外の御参加も歓迎いたします。 

会場は全面禁煙です。手話同時通訳、要約筆記を行います。 

今年、特定健診を受診された方で、何か疑問のある方は健診結果をお持ち下さい。 
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